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2026 年 4 月 20 日 

株式会社日本医薬総合研究所 

 

不眠症治療薬の最新動向 

 

 

日本調剤グループで情報提供・コンサルティング事業を行う株式会社日本医薬総合研究所（本社：

東京都港区、代表取締役社長：橋爪 敦弘、以下：日本医薬総合研究所）は、独自に運用する「月次処

方データサービス RI-CORE」をもとに、医薬品市場の処方傾向変化を分析してきました。今回は不

眠症治療薬について分析を行い、クラス別の処方傾向や薬剤切替の動向を明らかにしました。 

 

対象期間： 2025 年 4 月～2026 年 3 月 

対象店舗： 日本調剤のすべての薬局（対象期間における新規開局・閉局は除く） 

対象薬剤： 不眠症治療薬（表 1） 

使用データ： 月次処方データサービス RI-CORE 

 

表 1 対象薬剤の成分一覧 

クラス 成分名 

BZD エスタゾラム、クアゼパム、トリアゾラム、ニトラゼパム、ハロキサゾラム、フルニトラ

ゼパム、フルラゼパム、ブロチゾラム、ミダゾラム、リルマザホン、レミマゾラム、ロ

ルメタゼパム、 

non-BZD エスゾピクロン、ゾピクロン、ゾルピデム 

オレキシン スボレキサント、ダリドレキサント、ボルノレキサント、レンボレキサント 

メラトニン メラトニン、ラメルテオン 

 

1. クラス別の患者数の推移 

 まず、不眠症治療薬のクラス別に患者数の推移を分析しました（図 1）。全期間では、最も患者数が

多いのがオレキシン系で全体の 3 割強を占めており、次いで BZD 系と non-BZD 系がともに 3

割程度、残り 1 割弱がメラトニン系という割合でした。時系列では、オレキシン系は 1 年間で約

15%患者数が増えており、その他のクラスはおおむね横ばいかわずかに減少する傾向が見られまし

た。 

 また、不眠症治療薬を新しく処方された新規患者についても患者数の推移を分析しました（図 2）。

こちらでもオレキシン系が最多という点は同じですが、次点は non-BZD 系で 3 番目の BZD 系と

差が現れました。 

 

オレキシン系の患者数が継続的に増加。 

その背景として他クラスからの切替流入が増加している様子を示しました。 
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図 1 クラス別の患者数の推移 

※2025 年 4 月に不眠症治療薬が処方された患者の合計人数を 100 としています。 

 

 

 
図 2 クラス別の新規患者数の推移 

※各月に不眠症治療薬が処方された患者の合計人数をそれぞれ 100 としています。 
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2. 年齢別の処方傾向 

 次に不眠症治療薬が処方された患者の年齢ごとに、どのクラスが処方されているのかを分析しま

した（表 2）。 

0-14 歳の小児世代では 90%以上がメラトニン系を使用していますが、15 歳以上になると、メ

ラトニン系以外の 3 クラスの処方の割合が大きく高まる傾向が見られました。その中でも 30-59

歳、60-74 歳のグループでは BZD 系、non-BZD 系が他の年齢と比較して高くなっています。一

方で、75 歳以上のグループにおいては BZD 系、non-BZD 系の割合が減少し、オレキシン系やメ

ラトニン系の割合が高くなる様子が見られました。 

 

表 2 年齢別の不眠症治療薬処方患者に対する、各クラスの患者数の割合 

年齢 BZD non-BZD オレキシン メラトニン 

0-14歳 2.6% 5.9% 8.5% 90.4% 

15-29歳 21.6% 29.8% 55.0% 17.7% 

30-59歳 35.7% 37.8% 48.4% 5.5% 

60-74歳 34.3% 36.8% 43.6% 5.6% 

75歳以上 28.1% 32.6% 46.2% 9.2% 

※複数のクラスを併用する患者がいるため、年齢ごとの合計は 100%になりません。 

 

 

3. クラス間・成分間の切替の動向 

 最後に不眠症治療薬の処方に変更があった切替患者に着目して分析を行いました。 

 まずはクラス間の切替患者数の推移を集計しました（図 3）。オレキシン系のみが純増傾向を示して

おり、その他のクラスからオレキシン系へと流入している様子が見られます。特に 2025 年 12 月

以降、その傾向が顕著となっています 。 

 オレキシン系の不眠症治療薬について、さらに成分単位で切替患者数の推移を集計しました（図

4）。オレキシン系の 4 成分の中ではレンボレキサントが流入、流出患者数ともに最大規模を維持し

ていますが、2025 年 12 月以降は純増減が急減に転じており、レンボレキサントからダリドレキサ

ントやボルノレキサントへの切替が増えていることが推察されます。 

 ダリドレキサントは 2025 年 12 月から処方日数制限が解除されており、またボルノレキサントは

2025 年 11 月末に発売開始されています。こうした背景が不眠症治療薬の切替の動向に影響して

いると考えられます。 
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図 3 クラス別の切替患者数の推移 

※各月に不眠症治療薬が処方された患者の合計人数をそれぞれ 100 としています。 

 

 

図 4 オレキシン系の成分別の切替患者数の推移 

※各月に不眠症治療薬が処方された患者の合計人数をそれぞれ 100 としています。 

※オレキシン系以外のクラスとの流入、流出を含みます。 
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今回、当社独自の月次処方データサービス RI-CORE を用いて不眠症治療薬の分析を行い、その

一例を紹介しました。このように RI-CORE では、カスタマイズした分析を行うことが可能であり、

お客さまのニーズに応じた分析結果のご提供を実現いたします。 

 

 

【分析レポートについて】 https://www.jpmedri.co.jp/category/topic/ 

「月次処方データサービス RI-CORE」をもとに、さまざまな医薬品市場の処方傾向の変化を分析

し、解析結果のレポートを定期的に配信しています。 

 

【RI-CORE について】 

https://www.jpmedri.co.jp/service/medical_information/ri-core/ 

日々収集される調剤情報を月次または週次で集計する情報サービスです。お客さまのニーズに応

じてカスタマイズした多彩なテンプレートを作成し、自在な分析機能により目的に合わせた分析結

果を定期的にお届けしています。 

 

【株式会社日本医薬総合研究所について】 https://www.jpmedri.co.jp/ 

日本調剤グループ各社を通じて培った医療情報資源を基に、医薬業界の健全なる発展、成長に寄

与し、国民生活の向上に資する価値ある情報サービスを提供するために 2012 年 1 月に発足し

ました。製薬・ヘルスケア企業、医療機関・保険者さま・保険薬局からのさまざまなニーズに応える

ため、処方箋情報・レセプト情報をはじめとする各種医療ビッグデータを基盤に、「医療の質の向

上」、「医療費の適正化」、「国民の健康寿命の延伸」といった日本全体の医療課題に貢献してまい

ります。 

 

【本レポートに関するお問い合わせ先】 

株式会社日本医薬総合研究所 

TEL：03-6810-0812 FAX：03-3457-2720 

E-mail：soken-info@jpmedri.co.jp 

 

本レポートに関わる無断での引用、転載および複製は禁止します。 

当社は、本レポートの内容および閲覧者が本レポートを通じて得る情報等について、その正確性、完

全性、網羅性、有用性、最新性、適切性等、その内容について何ら法的保証をするものではありませ

ん。 

本レポートの閲覧者による、これらの情報の利用により、万一何らかの損害や不利益等が生じても、

当社は一切の責任を負いません。 
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